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取
り
E
げ
た

の

は
、

湖
北
省
武
漢
で

毎
年
行
わ

れ

て

い

る
、

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
僧
を

導
師
と

し

た

「

放
生

儀
礼
」

で

あ
る

。

鯉
な

ど
の

魚
類
一

般
、

お
よ

び

蛙
や
亀
な
ど
を

市
場
で

購
い
、

こ

れ
を
自
ら

の

手
で

も
と
の

場
所

へ

返
す、

と
い

う
放
生
の

行
為
は
、

近
年
の

中
国
都
市
部
の

仏
教
系
団
体

が
好
ん

で

行
う
修
道
実
践
で

あ
り、

こ

れ
自
体
は

チ
ベ

ッ

ト

仏
教
儀
軌
と

の

直
接
の

関
係
を
持
た

な
い

。

し
か
し、

近

年
チ
ベ

ッ

ト

東
縁
部
で

大
き

な
勢
力
を
誇
る

ゾ

ク

チ
ェ

ン

系
の

僧
院
で

は、

指
導
僧
が

こ

ぞ
っ

て

放
生

の

功
徳
を
説
く
教
書
類
を
漢
語
で

出
版
し
て

お

り、

そ
れ

ら
は

定
期
的
に

こ

れ
ら
の

僧
院
へ

往
来
し
て

教
え
を
授
か
る

漢
民
族
信
徒
た

ち
の

問
に

広

く
普
及
し
て

い

る
。

本
論
の

事
例
で

は、

チ
ベ

ッ

ト
東
縁
部
の

本
山
で

受

戒
し、

武
漢
で

修
道
セ

ン

タ

ー

を
立
ち
上
げ
た

漢
民
族
の

女
性
行
者
が
、

自
ら
の

受
戒
僧
で

あ
る

ラ

マ

を
遠
く
チ
ベ

ッ

ト

の

本
山
よ

り
招
請
し、

ト

ラ

ッ

ク

四
台
分、

八

千
五

百
キ
ロ

余
り
に

の

ぼ

る

水
生
類
を
市
場
で

購
入

し
た

う
え
で
、

ラ

マ

の

指
導
の

も
と

で

こ

れ
を
長
江
に

放
流
し、

「

不
殺

生
戒
」

の

実
践
に

よ

る

功

徳
を
信
徒
全

員
で

分
か

ち
合
う
光
景
が
展
開
さ

れ
て

い

た
。

　
チ
ベ

ッ

ト
東
縁
部
で

は、

二

〇
〇
｝

年
に

漢
民
族
信
徒
と
の

関
係
で

大

き
な

転
機
を
迎
え
て

お
り、

そ
れ
は
地

元
政

府
に

よ
る

外
来
信
徒
の

強
制

排

除
と
い

う
形
で

の

幕
引

き
を
見
て

い

る
。

こ

れ

以
降、

漢
民
族
信

徒
が

指
導
僧
を
内
地
に

招
き

、

共
同
で

遂

行
可
能
な
修
道
形
態
と
し
て

、

も
と

も
と
内
地
で

も
盛
ん

に

行
わ
れ
て

い

る

放
生

儀
礼
を
借
用
し
た、

と
い

う

解
釈
が
可

能
で

あ
る

。

　

今
後
は、

チ
ベ

ッ

ト

僧
と

漢
民
族

信
徒
と
の

日

常
的
応

答
関
係
を
さ

ら

な
る

事
例
か
ら
照
射
し

つ

つ
、

そ
こ

に

見
ら

れ
る

不
殺
生
の

実
践
と

、

ナ

シ
ョ

ナ

ル

な
自
己
形

成
の

理
念
と
し

て

本
土

チ
ベ

ッ

ト
社

会
に

土

着
化
さ

れ
て

い

く

き
た

い
。

「

ア

ヒ

ン

サ
ー

」

の

関
係
を
さ
ら
に

踏
み

込
ん

で

検
討
し

て

い

近

代
中
国
東
北

部
仏

教
の
一

動
向

野

　
世

　
英

　
水

　
近
代
の

中
国
東
北
部
に

は

多
様
な

宗
教
が

存
在
し
、

独
自
に

ま
た

は

相

互
に
関
係
し
あ
い

な
が

ら

活
動
し
て

い

た
。

そ
の

う
ち
仏
教
は

在
来
の

仏

教
の

う
え
に

関
内
の

仏
教
が

流
入
し
、

さ

ら
に

は

ロ
本
に
よ

る

東
北
部
支

配
が
強
ま
る

に
つ

れ
て

日
本
の

仏
教
も
流
入
す
る
こ

と

と

な
り、

そ
れ
ら

は
政

治
的
諸
関
係
を
背
景
と

し
な
が

ら
複
雑
な
相
互

関
係
を

生
み

出
し
て

い

っ

た
。

こ

こ

で

は

こ

の

よ

う
な
近
代
中
国
東
北
部
仏
教
の

動

向
を
日
中

戦
争
の

戦
前
戦
中
ご

ろ
に

時
期
を
絞
り
つ

つ

見
て

ゆ

く
こ

と

と
し
た
い

。

ま
た

考
察
の

基
礎
史
料
と

し
て

は
、

一

九
八
〇

年
代
か

ら
順
次

編
纂
刊
行

さ
れ
て

き
て

い

る

中
国
の

地
方
志
を
お
も
に

用
い

る

こ

と
と

し

た
い

。

地

方
志
を
用
い

た

研
究
と

し
て

は
、

大
谷
大
学

桂
華
淳

祥
先
生
の

す
ぐ
れ
た

先
駆

的
業
績
が
あ
る

。

本
稿
は
そ
の

ご

研
究
に

導
か
れ

て

の

も
の

で

も

あ

る
。

　
地

方
志
に

み

ら
れ
る
東
北

部
の

お
も
な
中

国
人
仏

教
者
と

し

て

は
、

俵

虚
（
諦
閑
の

弟

子、

多
く
の

寺
院
を

創
建、

修
復
）

、

如
光

（

俵
虚
の

弟

子
、

ハ

ル

ビ

ン

極
楽
寺
方

丈
、

満
洲

国
仏

教
総

会
会
長）

、

善
果
（
佼
虚

の

弟
子、

長
春

般
若
寺
方

丈
、

満
洲

国
仏

教
総

会
新
京
支

部
長）
、

樹
培

（

俵
虚
の

弟
子、

長
春
般
若
寺
方
丈、

満
洲
国
仏
教
総
会
副
会
長）
、

仁
信

（

長
春
般
若
寺
知
客）

、

如
蓮

（

吉
林
観
音
寺
方
丈、

満
洲
国
仏
教
総
会
吉

（1177）343

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 6 部会『宗教研究』85巻 4 輯 （2012年）

林
省

分
会
長
）

、

董
暘
（
俵
虚
の

弟
子、

満
洲
国
仏
教
護
法
会
設
立）
、

印

空
（
長
春
般
若

寺
の

僧
、

満
洲
国
仏

教
総
会
組

織
部
長）

、

智
眼
（
営
凵

楞
厳
寺
方
丈

、

満
洲

国
仏
教
総
会
幹

事
）

、

景
印
涵
（
居
士
、

満
洲
国

仏

教
総

会
教

化
部
長）
、

静

観
〔
俵
虚
の

弟
子、

ハ

ル

ビ

ン

極
楽
寺
第
五

代

方
丈）
、

意
空
（
千
山
大
仏

寺
の

僧、

満
洲
国
仏
教
総
会
総
務
部
長）

、

洪

素
賢
（

居
士

、

世

界
大
同

仏
教
会
哈
爾
濱
分
会
設
立
）

、

修
縁
（

瀋
陽

慈

恩

寺
方
丈、

満

州
国
仏

教
総
会
奉
天

分
会
長）

、

導
塵
（

瀋
陽

万
寿
寺

方

丈
）

、

楽

果
（

営
口

楞
厳
寺
第
三

代
方

丈）

そ
の

他
が

挙
げ
ら

れ

る
。

こ

れ
ら
仏
教

者
の

法
脈
を

見
る

と

き
、

東
北
部
仏
教

界
は
俵
虚
と

そ
の

弟

子

の

系
統
に

よ

っ

て

組

織
化
さ

れ

て

い

た
こ

と

が
知
ら
れ
る

。

倏
虚
は

日

本

の

仏
教
者
と

の

関

係
が

深
く、

当
時
の

目
華
仏
教
研
究
会
か
ら
は

他
の

中

国
人

僧
侶
に

比
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て

お
り、

そ
れ
は

東
北
部
に

お
い

て

も
同
様
で

あ
っ

た

と
思
わ
れ
る

。

な
お
満
州
国
時
代、

中
国
人

僧
侶
は

す

べ

て

満
洲
国
民
牛

部
に

よ
っ

て

七

つ

の

僧
級
に

分
け
ら
れ、

三

つ

の

等
級

に

分
け
ら
れ

た
寺
院
の

方
丈
な

ど

に

な
っ

て
い

っ

た
。

す
な
わ

ち
僧
侶
お

よ

び

寺
院
は

満
洲
国
政

府
の

統
制
の

も
と
に

お

か
れ
て

い

た

わ

け
で

あ
る

が、

俵
虚
の

弟
子
た
ち
の

な
か

に

は

上

位
の

僧
級
を
与
え
ら
れ、

最
高
等

級
の

寺
院
の

方
丈
を
務
め
る

も
の

も
多
か
っ

た
。

　
地

方
志
に

み
ら

れ
る
東
北
部
の

お

も
な

仏
教
団
体
と

し
て

は
、

一

九

三

四

年
に

発
足
し
た

満
洲
国
仏
教
護
法
会
や
、

そ

れ
が

発
展
し
て
一

九．．一
九

年
に

発
足
し

た

満
洲
国
仏
教
総
会
が

あ
る
。

ま
た
一

九
二

九

年
に

発
足
し

．

九
＝ 一
三

年
に

名
称
を
変
更
し

た

満
洲
大
同
仏

教
会
や、

一

九
二

三

年
に

設
立

さ
れ

た

重…
竜
江
省）

仏
教
理
事
会、

一

九
二
一

年
設
立
の

瀋
陽
仏

学
会、

一

九
三

四

年
設
立
の

安
東
仏
教
居
士
林

、

一

九
三

六

年
設
立

の

大

連
仏

学
研
究

会
そ

の

他
が
あ
る

。

こ

の

う
ち
満
洲
国
仏
教
総

会
や

満
洲
大

同
仏

教
会
は

そ
れ

ぞ

れ

省
、

市、

県
な
ど

に
支
部
や
分
会
を

設
け、

東
北

部
仏

教
界
を

組
織
化
し

て

い

っ

た
。

ま
た
こ

れ
ら
仏
教
団

体
は

満
洲
国
民

生

部
や

満
洲

国
協
和
会
中
央
本
部
の

意
向
の

も
と

設
立
さ
れ
、

活
動
し
て

お

り、

満
洲

国
政

府
（
実
質
的
に

は

日
本
政
府）

の

影
響
下
に
お

か
れ

て

い

た
。

さ
ら
に

こ

れ

ら
仏
教

団
体
の

活
動
の

中
心
を

担
っ

た

の

は

倏
虚
の

弟
子
た

ち
で

あ
り、

そ
の

他
の

諸
仏

教
団
体
も
多
く
が
俵
虚
の

弟
子
た

ち

と

の

閧
係
の

な
か
で

活
動
を
お

こ

な
っ

て

い

っ

た
。

な
お
東
北
部
の

仏
教

団
体
の

設
立、

活
動
に

円

本
人
仏
教

者
の

姿
も
見
え

隠
れ
す
る

が
、

そ

の

具
体
相
に

つ

い

て

は
い

ま
の

と
こ

ろ

不
明
で

あ
る

。

　
近

代
中
国

東
北
部
仏
教
の

動
向
に

関
し
て

は

検
討
す
べ

き

課
題
が

多
い

が、

今
後
俵
虚
を
は
じ
め

東
北
部
の

仏
教

者
と
、

関
内
の

仏

教
者
や

当
時

の

中
国
仏
教
会
と

の

関
係
は
ど

う
で

あ
っ

た
か
や

、

東
北
部
で

活
動
し

て

い

た

日

本
人

仏
教
者
と

中
国
入
仏
教
者
と

の

具
体
的

開
わ
り
は

ど

う
で

あ

つ

た

か
な
ど

の

考
察
が
必
要
で

あ
ろ

う
。

ま
た
地
方
志
の

記

載
内

容
の

史

料
批
判
も、

前
提
的
に
必

要
で

あ
ろ

う
。
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